
　　
今月の主な内容 今月の表紙

議会だより（第2回定例会）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
紀美野町農業委員会委員一般選挙について・・・・・・〃
地上デジタル放送難視聴対策工事始まる・・・・・・・・３
仁坂知事来町・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４
まちの話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５
健康・福祉ガイド・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６～７
お知らせ・募集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８～９
ふれあいネット・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10～13
消防だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14
町民カレンダー・野上スポーツクラブ広報・・・・・・・15
きみの夏祭りの日程（8月15日）・・・・・・・・・・・・・・・・・16

2009
第43号 7

 2011年 7月のテレビアナログ放送終了の対策とし
て、地上デジタル放送難視聴対策工事が開始され
ました。建設されたテレビ放送受信アンテナ（丸
山中継局 /松瀬地区）と送信アンテナ（円内）。 
　　　　　　　　　　　　　　【３面に関連記事】
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専
決
処
分
の
承
認

□
平
成
21
年
度
紀
美
野
町
老
人

保
健
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

条
例
の
制
定

□
紀
美
野
町
企
業
立
地
の
促
進

等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る

産
業
集
積
の
形
成
及
び
活

性
化
に
関
す
る
法
律
に
お

け
る
固
定
資
産
税
の
特
別

措
置
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

条
例
の
改
正

□
紀
美
野
町
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
条
例
の
一
部
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
長
及
び
副
町
長
の

給
与
等
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
教
育
委
員
会
教
育

長
の
給
与
等
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
□
紀
美
野
町
職
員
給
与
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

物
品
購
入
契
約
の
締
結

□
平
成
21
年
度
み
さ
と
天
文
台

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

設
置
事
業

　

契
約
金
額（
１
，５
７
５
万
円
）

　

※
平
成
21
年
度
各
会
計
補
正

予
算
は
、左
表
の
と
お
り
で
す
。

議
会
だ
よ
り第

２
回
定
例
議
会

　

平
成
21
年
第
２
回
紀
美
野
町
議
会
定
例
会
は
、
６
月
９
日
に
招
集

さ
れ
、
23
日
ま
で
の
15
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
、
平
成
21
年
度
各
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例

の
制
定
及
び
改
正
、
専
決
処
分
の
承
認
な
ど
案
件
16
件
が
上
程
さ
れ
、

審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議  

案

平成２1年度　補正予算
（△は減額　単位：千円）

一般会計補正予算の主な内訳
（単位：千円）

紀美野町農業委員会委員一般選挙

投　票　日

８月２日（日）

　立候補予定者説明会を、7月14日（火）紀美野町役場2階2B会議室に
おいて、午後1時30分より行います。
　この選挙に立候補を予定されている方（代理人でもよい。）は、必ずご参集
ください。

平成21年8月から
役場の閉庁時刻が変わります。
　国家公務員の勤務時間が改定されたことに伴い、
平成21年8月3日（月）から、町職員の勤務時
間も15分短縮され、閉庁時刻が「午後5時30分」
から「午後5時15分」に変更されます。
　町民の皆様のご理解とご協力をお願いします。

【お問い合わせ先】紀美野町選挙管理委員会　電話　４９８－５９１２（直通）

（専決処分を含む）

会　計　区　分 補正額 補正後の歳入
歳出予算額

一　般　会　計 220,207 7,161,515 

特　

別　

会　

計

老人保健事業特別会計 5,332 9,079 

介護保険事業特別会計 △1,154 1,407,766 

のかみふれあい公園運営事業特別会計 1,191 52,531 

野上簡易水道事業特別会計 9,685 53,264 

美里簡易水道事業特別会計 11,647 128,302 

企　　業　　会　　計

公営
企業

上水道事業会計
(収益的収支 ) 0 120,090 

・　携帯電話基地局・伝送路建設工事 58,700 

・　野上第一保育所太陽光発電設置事業 24,700 

・　農作物鳥獣害防止柵設置工事 10,000 

・　町農業経営支援事業補助金 16,000 

・　消防用備品（消防ポンプ自動車） 46,000 
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現
在
映
っ
て
い
る
テ
レ
ビ
放

送
（
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
）
は
、

平
成
23
年
７
月
24
日
ま
で
に
終

了
し
、
今
の
ま
ま
で
は
見
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
紀
美
野
町
で
は
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す

る
仕
組
み
と
し
て
、
ギ
ャ
ッ
プ

フ
ィ
ラ
ー
方
式
を
採
用
し
、
４

月
か
ら
中
継
局
（
送
信
ア
ン
テ

ナ
等
）
の
工
事
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

工
事
完
成
後
は
ご
家
庭
に
お

い
て
受
信
ア
ン
テ
ナ
等
を
設
置

し
て
頂
き
、
そ
の
上
で
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
対
応
の
テ
レ
ビ
を
購

入
す
る
か
、
既
存
の
テ
レ
ビ
に

地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
付
け
る
事
で
地
上
デ
ジ

 

注
意

　

本
工
事
に
伴
い
事
業
対
象
エ

リ
ア
で
は
、
７
月
頃
か
ら
「
完

成
後
の
方
向
・
強
さ
・
種
類
と

違
う
電
波
」
を
発
信
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
町
が
正
式
な

電
波
を
送
信
し
た
後
ト
ラ
ブ
ル

に
な
り
ま
す
の
で
町
民
の
皆
様

方
は
誤
っ
て
そ
の
電
波
を
受
け

る
ア
ン
テ
ナ
工
事
を
し
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
様
方
に
ア
ン
テ
ナ
工
事
を

し
て
頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
ら
、
改
め
て
そ
の
時
期
を
広

報
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

　

全
国
各
地
で
、
地
デ
ジ
対
応

テ
レ
ビ
・
チ
ュ
ー
ナ
ー
や
ア
ン

テ
ナ
工
事
等
な
ど
を
口
実
に
し

た
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

身
に
お
ぼ
え
の
な
い
工
事
や
代

金
請
求
に
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
不
審
な
者
が
ご
家
庭
に
来

た
場
合
は
役
場
総
務
課
ま
で
お

知
ら
せ
・
ご
相
談
下
さ
い
。

【 

問
い
合
わ
せ 

】

役
場
総
務
課　

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
担
当

　
（
℡
４
８
９―

５
９
１
２
）

タ
ル
放
送
が
受
信
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
、
地

形
的
原
因
等
か
ら
一
部
の
地
域

で
は
有
線
に
よ
り
テ
レ
ビ
放
送

波
を
ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

　

ま
た
、
電
波
が
届
く
範
囲
で

は
、
ワ
ン
セ
グ
機
能
の
あ
る
携

帯
電
話
、
カ
ー
ナ
ビ
等
で
ワ
ン

セ
グ
放
送
も
受
信
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
仕
組
み
で
視
聴

で
き
る
テ
レ
ビ
番
組
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
総
合
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
、
読
売

テ
レ
ビ
、
関
西
テ
レ
ビ
、
朝

日
放
送
、
毎
日
放
送
及
び
テ
レ

ビ
和
歌
山
の
７
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
電
波

は
、
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

に
町
内
に
送
信
す
る
予
定
で
す
。

　

小
さ
い
テ
レ
ビ
中
継
局
を
町

内
に
た
く
さ
ん
建
て
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
の
電
波
を
各
家
庭

に
届
け
る
方
法
で
す
。
各
家

庭
で
は
、
ア
ン
テ
ナ
を
自
宅
等

に
設
置
し
、
直
接
受
信
し
視
聴

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま

す
。

各家庭に地上デジタル放送の電波を送る
送信アンテナ

ギ
ャ
ッ
プ
フ
ィ
ラ
ー
方
式
と
は

平成 23 年（2011 年）7月の
テレビ放送（アナログ放送）終了に向けて

地上デジタル放送
　　難視聴対策工事が始まる !!

ギャップフィラー方式で

■
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

　
　
　

伴
う
詐
欺
に
つ
い
て
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６
月
11
日
、
仁
坂
知
事
が
紀

美
野
町
を
訪
れ
、
意
見
交
換
会

な
ど
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

役
場
で
行
わ
れ
た
意
見
交
換

会
に
は
、
町
内
の
各
種
団
体
の

代
表
者
11
名
が
出
席
。
寺
本
町

長
か
ら
歓
迎
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
、
仁
坂
知
事
か
ら
は
、｢

い

ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
、
皆
様
の
た
め
に
頑
張

ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。｣

と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
続

い
て
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

国
道
３
７
０
号
の
整
備
促
進
に

つ
い
て
、
過
疎
対
策
や
中
小
企

業
対
策
の
充
実
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
か
じ
か
荘
で
行
わ
れ

た
生
石
加
工
グ
ル
ー
プ
（
寺

中
萬
喜
子
会
長
・
12
名
）
の
皆

さ
ん
と
の
懇
談
会
で
は
、
同
グ

ル
ー
プ
が
作
っ
て
い
る
農
産
物

加
工
品
の
紹
介
や
試
食
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
の
か
み
ふ
れ
あ

い
公
園
や
だ
る
ま
石
渓
谷
な
ど

も
見
て
廻
ら
れ
、
最
後
に
、
真

国
川
（
初
生
谷
地
区
）
で
ホ
タ

ル
鑑
賞
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

去
る
５
月
23
日
（
土
）、
紀

美
野
産
山
椒
の
消
費
拡
大
・
販

売
促
進
と
紀
美
野
町
の
情
報
発

信
の
一
環
行
事
と
し
て
、
京
都

府
宇
治
市
の
ス
ー
パ
ー
山
田
屋

（
久
津
川
店
）
に
て
、
寺
本
町

長
自
ら
紀
美
野
町
の
紹
介
を
交

え
て
の
生
山
椒
の
店
頭
販
売
を

町
職
員
及
び
Ｊ
Ａ
な
が
み
ね
関

係
者
と
共
に
行
い
ま
し
た
。

　

京
都
で
は
、『
ち
り
め
ん
山

椒
』
な
ど
郷
土
料
理
に
生
山
椒

を
使
用
す
る
こ
と
が
多
く
、
当

日
も
多
く
の
皆
様
方
に
紀
美
野

町
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
共

に
、
５
０
０
ｇ
の
大
箱
入
り
の

旬
の
生
山
椒
を
買
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

和
歌
山
県
で
は
、
厚
生
労
働

省
所
管
の
も
と
、
本
年
も
毎
月

勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
常
用
労
働
者

を
１
〜
４
人
雇
用
す
る
事
業
所

を
対
象
に
、
我
が
国
の
雇
用
労

働
者
の
賃
金
、
労
働
時
間
、
雇

用
の
変
動
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
年
１
回
実
施
さ
れ
、
景
気

判
断
や
経
済
情
勢
に
向
け
て
の

諸
政
策
な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に

は
、
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て

統
計
調
査
員
が
訪
問
し
て
調
査

票
を
作
成
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄

は
、「
統
計
法
」
に
よ
り
、
厳

し
く
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
統
計
以
外
の
目
的
に
用
い

ら
れ
る
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ご
多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま

す
が
、
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

和
歌
山
県
企
画
部
企
画
政
策
局

調
査
統
計
課

℡ 

０
７
３―

４
４
１―

２
３
９
１  

FAX  

０
７
３―

４
４
１―

２
３
８
６

各種団体の代表者との意見交換会

仁坂知事に農産物加工品を紹介す
る生石加工グループの寺中会長

ふれあい館（のかみふれあい公園）
を視察する仁坂知事

仁
坂
知
事 

来 

町
！

意
見
交
換
会
な
ど
を
開
催

『
紀
美
野
産
生
山
椒
』の　

　

  

店
頭
販
売
を
実
施
!!

京
都
府
宇
治
市
で

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別

調
査
に
つ
い
て
の
お
願
い
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大
成
高
等
学
校
美
里
分
校
太
鼓
部

は
、
昨
年
９
月
に
和
歌
山
県
民
文
化

会
館
で
行
わ
れ
た
県
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
で
１
位
と
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
７
月
31
日
〜
８
月
２
日
に
三

　

６
月
10
日
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
多
目
的
ホ
ー
ル
）
で
親
子
12
組
が

参
加
し
て
、
コ
ア
ラ
教
室
（
保
育
所

入
所
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

が
対
象
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
か
み
で
あ
そ

ぼ
う
ビ
リ
ビ
リ
ビ
リ
」。
新
聞
紙
を

材
料
に
、
ビ
リ
ビ
リ
破
っ
た
り
、
丸

め
た
り
し
て
テ
ー
プ
で
貼
り
、
う
さ

　

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
が
大
変
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
休
日
と
も
な
る

と
、
緑
が
映
え
る
芝
生
広
場
で
は
子

ど
も
た
ち
が
ボ
ー
ル
遊
び
を
し
た

り
、
木
陰
で
家
族
連
れ
が
弁
当
を
広

げ
た
り
し
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
14
日
（
日
）
に
は
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
か
れ
、
大
勢
の
買

い
物
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
夏
休
み
を
迎
え
、
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ

イ
ト
も
一
段
と
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

重
県
伊
賀
市
で
開
催
さ
れ
る
第
33
回

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
郷
土
芸

能
部
門
に
出
場
し
ま
す
。
こ
の
文
化

祭
は
各
都
道
府
県
の
大
会
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
代
表
１
校
が
出
演
す

る
文
化
ク
ラ
ブ
の
甲
子
園
の
よ
う
な

大
会
で
す
。

　

当
日
は
紀
美
野
の
名
所
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
作
ら
れ
た
「
だ
る
ま
石
〜
蛇

岩
（
弓
庭
規
生
作
曲
）」
を
演
奏
し

ま
す
。
現
在
は
、
大
会
に
向
け
て

２
、３
年
生
部
員
が
中
心
と
な
り
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。部
員
達
は「
紀

美
野
町
の
名
所
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
地

元
の
皆
さ
ん
の
声
援
に
恥
じ
な
い
よ

う
し
っ
か
り
演
奏
し
て
き
ま
す
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。

　

慶
風
高
等
学
校
（
紀
美
野
町
田
64

番
地
）
テ
ニ
ス
部
が
、
５
月
に
紀
三

井
寺
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
行
わ
れ
た
県

高
校
総
体
で
、
テ
ニ
ス
全
部
門
（
男

女
と
も
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス
、

団
体
）
で
見
事
完
全
制
覇
を
達
成
し

ま
し
た
。
今
年
の
大
会
は
、「
県
下

敵
な
し
」と
い
う
圧
倒
的
な
強
さ
で
、

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
４
年
連
続
、
女

子
団
体
は
３
年
連
続
の
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

同
校
テ
ニ
ス
部
は
、
７
月
28
日
か

ら
奈
良
県
を
中
心
に
行
わ
れ
る
全
国

大
会
に
向
け
、「
今
年
は
、
昨
年
以

上
の
成
績
を
残
し
た
い
。
特
に
女
子

団
体
は
全
国
ベ
ス
ト
４
！
全
国
に
男

子
・
女
子
と
も
に
慶
風
旋
風
を
！
」

と
練
習
に
も
熱
が
入
っ
て
い
ま
す
。

ぎ
や
ク
マ
な
ど
の
動
物
や
洋
服
な
ど

を
親
子
で
上
手
に
作
っ
て
い
ま
し

た
。

　

参
加
さ
れ
た
保
護
者
は
、「
子
ど

も
の
好
き
な
も
の
を
作
り
ま
し
た
。

親
子
で
楽
し
み
ま
し
た
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
出
場
を
果
た
し
た
の
は
、

大
成
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の

伊
藤
千
明
さ
ん
（
２
年
）
で
す
。
去

る
５
月
に
行
わ
れ
た
県
高
校
総
体
で

見
事
シ
ン
グ
ル
ス
第
２
位
に
入
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
部
は
、
現
在
男
女
合
わ
せ
て
15

名
。
８
月
の
全
国
大
会
に
向
け
伊
藤

選
手
は
、「
ま
ず
１
回
戦
を
勝
ち
た

い
。」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

県高等学校総合文化祭で見事１位に

新聞紙を使って上手にできました！

慶風高等学校テニス部の選手の皆さん

にぎわう“のかみふれあい公園”

バドミントン部の選手の皆さん
後列中央が伊藤選手

大
成
高
等
学
校
美
里
分
校
太
鼓
部

全
国
高
等
学
校
総
合

　

文
化
祭　

出
場
!!

か
み
で
あ
そ
ぼ
う

　
　

ビ
リ
ビ
リ
ビ
リ

コ
ア
ラ
教
室

県
高
校
総
体　

テ
ニ
ス
の
部

見
事 
完
全
制
覇
!!

慶
風
高
等
学
校
テ
ニ
ス
部

家
族
連
れ
ら
で

　
　
　

に
ぎ
わ
う
!!

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園

全
国
高
等
学
校
総
合

     

体
育
大
会 

出 

場
!!

大
成
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
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海 南 保 健 所 だ よ り
事業名 対象・内容等 日　時

健康相談 健康診断書の作成
一般健康相談

７月１４日（火）　　９：００～１１：００
７月２８日（火）　　９：００～１１：００

エイズ検査 エイズの各種相談 ７月１４日（火）　　９：００～１１：００
７月２８日（火）　　９：００～１１：００

検便 ７月１４日（火）　　９：００～１１：００
７月２８日（火）　　９：００～１１：００

こころの健康相談
心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科専門医師が相談に応じます。
　他の日は、精神保健福祉相談員が相談に応じます。

７月　２日（木）　１４：００～
７月　８日（水）　　９：００～
７月１６日（木）　１３：３０～
※予約制です。

骨髄バンク登録検査 骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手
続きを行います。

７月１４日（火）　１０：００～１１：００
７月２８日（火）　１０：００～１１：００
※予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　　９：００～１７：００

教室名 日　　時 場　　所
コアラ ７月１５日（水）９：３０～１１：３０ 子育て支援センター（どろんこ遊び）
カンガルー ７月２４日（金）９：３０～１１：００ 総合福祉センター

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

子育て支援センター

自然体験世代交流センター

育児相談

毎 週 月 曜 日 ／ 9：00～11：30・14：00～16：30
第１・３・５週の木曜日 ／ 9：00～11：30

鎌滝６３６ （℡４９５－３１２７）　毎月　第２・４週の木曜日／9：30～11：30

子育て支援センター開放日と同じ日・時で行います。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

7月の日程
■場　所：総合福祉センター  １日、８日、１５日、２２日、２９日（いずれも水曜日）
■時　間：午前９時～１１時
★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。

お問い合わせ先
　保健福祉課  TEL ４８９－９９６０

★遊びの教室のご案内
〈お申込みは、子育て支援センター　℡489-9711まで〉

■内　容：健康に関することすべて
■対象者：住民すべての方

なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

※留守の場合は　第二保育所

★保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉
○第一保育所：７月　７日（火）・２１日（火）℡４８９－２１４４
○第二保育所：７月１３日（月）・２７日（月）℡４８９－４９５３
○小川保育所：７月　３日（金）・１７日（金）℡４８９－２４０５

○神野保育所：７月　１日（水）・１５日（水）℡４９５－２０４９
○毛原保育所：７月　８日（水）・２２日（水）℡４９９－０１３１

虐待予防に関する相談窓口 地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（８：30～17：30）℡489－9960（直通）
　　　　休日・夜間（17：30以降）℡489－2430
〔場　所〕紀美野町下佐々1408－4  紀美野町総合福祉センター内
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メタボは病気の一歩手前
『危険信号』を見逃さないで！

障がい者巡回相談のお知らせ

お問い合わせは保健福祉課まで（℡４８９－９９６０）

健康づくりコーナー

ヘルシー料理にチャレンジ！
（料理教室 Part.11）

 

※栄養士の山野です。

同じ具材でも、調理法でヘルシーに！
ヘルシー料理のコツ！お教えします！

　メタボが気になる方も、健康体を維持したい方も、もっと
健康になりたい方も、まずは『望ましい食習慣』を身につけ
ることが一番！
　健康になれる食事や食習慣について、
みなさん一緒に学びましょう。

日  時 ７月３１日（金）
午前９時３０分～昼食終了まで

場  所 総合福祉センター（調理実習室）
内  容 調理実習と講話

「特定健診の検査値の見方」
検査値の意味を知って、健康づくりに生かそう！

持ってくる物 エプロン、三角巾、持ち帰り用容器
参加費 200円
定　員 20名
申し込み
締め切り

７月２３日（木）※但し、申込者多数の場合
は抽選により決めさせていただきます。

申込み先 保健福祉課（℡  ４８９－９９６０）

海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回
相談を下記のとおり実施します。「障害福祉に関する制度を知りたい」
「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、
介護者などからのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護
のための必要な援助などを行います。巡回相談は、原則予約となります
ので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所まで
ご連絡ください。

対　象　者 精神障がいの方・
家族の方

身体障がいや知的障がいの方・
家族の方

月　日 ７月７日（火） ７月１５日（水）

場　所
時　間

・美里支所
　９時３０分～正午
・総合福祉センター
　１３時３０分～１６時

・美里支所
　９時３０分～正午
・総合福祉センター
　１３時３０分～１６時

予　約　先
野上厚生病院内
相談支援事業所
℡  489-2908

療育センターＡ
あ お い

ＯＩ
℡  483-0454

特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内

■国保特定健診対象者：40-74歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）
■各がん検診対象者：20歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに500円（40歳以上は無料）。

～年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう！！～
【平成21年度の集団健診日程】申込みは保健福祉課まで！

日　　　程 場　　所 国保特定
健診

胃がん 
検診

大腸がん
検診

肺がん 
検診

乳がん 
検診

子宮がん
検診

８月 ２日（日）：8時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○
8月 23日（日）：8時～受付 美里支所 ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月 29日（日）：8時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○

～ご注意下さい～
医療機関（紀美野町・海南市内）での個別健診（国保特定健診・がん検診）を受けられる場合、事前に医療機関に連絡してから、お受け下さい。
尚、胃がん検診（バリウム検診）は朝食を摂られた場合、検査できませんので、ご注意下さい。

※上記以外にも、医療機関（紀美野町・海南市内）での個別健診（国保特定健診・がん検診）や、国保被保険者の方は国保人間ドック・脳ドック・
歯科健診  等もご利用いただけます。

詳細は保健福祉課までお問合せください。保健福祉課：℡４８９－９９６０（総合福祉センター内）

～健康づくりメモ～

防ごう！メタボリックシンドローム

内臓脂肪がたまって肥満になったうえ高血糖、脂
質異常症、高血圧症のうち、２つ以上を併せ持つ
状態を、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症
候群）といいます。

原因
放っておくと、動脈硬化の重
い病気である、心筋梗塞や脳
卒中につながってしまうよ。

メタボの人も、メタボじゃない人も体の状態を確認（特定健康診査をうけよう！！）
そして、生活習慣をふりかえろう。

ストレス運動不足 寝不足
食べすぎ
飲みすぎ

メタボは病気の一歩手前
『危険信号』を見逃さないで！

など
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町
税
等
は
納
期
内
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

　

次
の
要
件
を
充
た
す
認
定
長
期

優
良
住
宅
は
、
固
定
資
産
税
が
５

年
間
（
３
階
建
て
以
上
の
中
高
層

耐
火
住
宅
等
は
、
７
年
間
）
２
分

の
１
減
額
（
床
面
積
が
120
㎡
を
超

え
る
場
合
は
、
120
㎡
相
当
分
）
さ

れ
ま
す
。
新
築
し
た
翌
年
の
１
月

31
日
ま
で
に
必
要
書
類
を
添
え
て

税
務
課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

平
成
21
年
度
国
民
健
康
保
険

税
、
介
護
保
険
料
お
よ
び
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納

税
（
納
付
）
通
知
書
は
、
７
月

中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。
お
忘

れ
の
な
い
よ
う
納
め
て
く
だ
さ

い
。

納
税
に
は
便
利
で
安
全
、
確
実

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課

（
℡
４
８
９―

５
９
０
５
）
へ

７月３１日納期限の町税および保険料は下記のとおりです。
・固定資産税 第２期分
・国民健康保険税（普通徴収分） 第１期分
・介護保険料（普通徴収分） 第１期分
・後期高齢者医療保険料（普通徴収分）第 1期分

平成 2１年度　国民健康保険税・保険料　納期限一覧
　　　　　期別
税目　　　　　 第 1期 第 2期 第 3期 第 4期 第 5期

国民健康保険税
（普通徴収分） 7月 31 日 9 月 30 日 11月 30 日 2 月１日 3月 31 日

介護保険料
（普通徴収分） 7月 31 日 9 月 30 日 11月 30 日 2 月１日 3月 31 日

後期高齢者医療保険料（普通徴収分）
1 期 2 期 3 期 4 期 5 期

7 月 31 日 8 月 31 日 9 月 30 日 11 月 2 日 11 月 30 日
6 期 7 期 8 期 9 期

12 月 25 日 2 月 1 日 3 月 1 日 3 月 31 日

認
定
長
期
優
良
住
宅

（
２
０
０
年
住
宅
）の
固
定
資

産
税
を
軽
減
す
る
制
度
が
で

き
ま
し
た
。

（
要
件
）

１
．「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
規

定
す
る
長
期
優
良
住
宅
と
し

て
、
和
歌
山
県
の
認
定
を
受

け
て
い
る
住
宅

２
．
平
成
21
年
６
月
４
日
か
ら
平

成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
新

築
さ
れ
た
住
宅

３
．
居
住
部
分
の
床
面
積
が
50
㎡

（
一
戸
建
て
以
外
の
貸
家
住
宅

に
あ
っ
て
は
40
㎡
）
以
上
280

㎡
以
下
の
も
の
（
な
お
、
併

用
住
宅
は
、
居
住
部
分
の
割

合
が
全
体
の
床
面
積
の
２
分

の
１
以
上
あ
る
も
の
）

問
合
せ
先
：

町
税
務
課（
℡
４
８
９―

５
９
０
５
）

県
建
築
住
宅
課（
℡
４
４
１―

３
１
８
５
）

定額給付金・子育て応援特別手当の
申請は、もうお済みですか？

国民年金制度は２０歳から６０歳まで加入し、保険料を納付す
ることが必要ですが、保険料の納付が経済的に困難なときは、
「申請免除制度」又は「学生納付特例制度」をご利用ください。

　定額給付金・子育て応援特別手当の申請は、お早めにお
願いします。申請期限は、ともに９月20日です。
　なお、申請書を紛失してしまった、申請書が届いていな
いなどの場合は、担当窓口にお問い合わせください。

定額給付金・・・・・・・総　務　課　℡  489-2430
子育て応援特別手当・・・保健福祉課　℡  489-9960

国民年金保険料の納付が困難なときは・・・

①全額免除
②４分の１納付
③半額納付
④４分の３納付

本人・配偶者・世帯主の
それぞれの前年所得で審
査します。

⑤若年者納付猶予
（３０歳未満の方）

本人・配偶者のそれぞれの
前年所得で審査します。

⑥学生納付特例
学生本人の前年所得で審査
します。

※退職などの理由で納付が困難な場合は、離職票や雇用保険
受給資格証（写し）を添付することで前年所得が多い場合
でも承認される場合があります。

申請の手続きは役場住民課もしくは住民・福祉室へお越しください。

＊年金相談のお知らせ＊
　日時　７月２３日（木）　午前１０時～午後３時
　場所　紀美野町役場・本庁　２階　２B会議室

年金相談は予約できます。
また、代理の方がお越しの場合は委任状が必要になります。
事前にお問い合わせください。

問い合わせ　住民課国民年金係　℡４８９－５９０３
　　　　　　住民・福祉室　　　℡４９５－３４６４

８月１日から長寿医療制度（後期高齢者医療制度）
の保険証の色が「うすい緑色」から『みず色』に
変わります

　平成２１年７月３１日の有効期限満了に伴い保険証
（被保険者証）を更新いたします。新しい保険証は『み
ず色』です。７月中旬頃から簡易書留郵便にて郵送す
る予定となっております。

今回お届けする『みず色』の保険証は８月１日か
らご使用できますので、それまでは現在お持ちの保
険証（うすい緑色）をご使用ください。

○現在お持ちの保険証について
現在お持ちの保険証（うすい緑色）は8月からお使
いいただけませんので、８月１日以降に下記お問い
合せ先にお越しの際にご返却いただくかご自分で処
分される場合は、細かく裁断するなどして、住所・
氏名などが他人に知られないよう十分ご注意下さい。

問い合わせ…住     民    課（℡ ４８９－５９０３）
　　　　　　住民・福祉室（℡ ４９５－３４６4）
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職業訓練生の募集 平成２１年度　防衛省からのお知らせ
自衛官採用試験の説明を下記の日程で行います。

平成２１年１０月１日から
住宅瑕疵担保履行法がスタートします
　この法律は、新築住宅を供給する事業者に対して資力
確保処置（保険又は供託）を義務づけるもので、新築住
宅の発注者や買主を保護することが目的です。
　これにより、住宅の特に重要な部分について、瑕疵（欠
陥）の補修等が確実に行われるための措置が講じられる
ことになりました。
　対象となるのは、平成２１年１０月１日以降に引き渡
される新築住宅です。
　保険加入の場合、着手前の申し込みが必要となります
ので、１０月１日以降に新築住宅の引き渡しを受ける予
定の方は、相手業者に対し、保険に加入しているかどう
かを確認しましょう。

　問合せ先：和歌山県庁建築住宅課
　（℡ ０７３－４４１－３１８４）

紀美野町農村総合センターのアルバイト募集
業務内容 プール監視員、グラウンド及びゲートゴルフ場

等施設内での軽作業
期　　間 プール開放日の12日間（カレンダー参照）
勤務時間 午前8時30分～午後5時00分
賃　　金 時給700円
募集人数 ３名（明るく元気な18歳以上で水泳のできる

方、ただし高校生は除く）
申込期日 7月 1０日（金）の午後3時までに履歴書を持

参のうえ農村総合センターへお申し込みくださ
い。なお、採用は面談のうえ決定します。

問合せ先 農村総合センター（℡ 495-3212）・紀美野町
教育委員会学事・生涯学習室（℡ 495-9055）

７月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

プ ー ル 開 放 日 ８月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

■がプール開放日
　　（延べ12日間）
■利用時間：
　午前9時～午後4時30分
■規模
　25m×15m（7コース）
　水深1.10m～1.30m

日　　時　
　　

７月２６日（日）・８月30日（日）
午前１０時～午後４時の間　随時実施

場　　所　
　　

紀美野町中央公民館
紀美野町動木288番地4

問い合わせ
　　

自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所
有田市宮崎町106-2
（℡ 0737-82-6631）

就職に有利な専門的知識や技能を習得します。

募集訓練科・
訓練期間　　

・電気設備科
　平成21年８月４日 (火 ) ～
　22年１月29日 ( 金 )【６ケ月】
・ＣＡＤ製図科
　平成21年８月４日（火）～
　10月30日 ( 金 )【３ケ月】

募集締切期日     平成21年７月10日（金）
受講料　         無料（但し、テキスト代等は自己負担）
問い合わせ先    
　

独立行政法人雇用・能力開発機構和歌山セ
ンター訓練課
℡ 073(461)5649

住民税の公的年金からの天引きのお知らせ
「特別徴収（天引き）の対象となる方は」？
　年度の初日（４月１日）に６５歳以上で、年額１８万円以上の公的年金の支払を受けている方の内、年金にかかる住
民税が課税されている方が対象になります。ただし、紀美野町において介護保険料を天引きされていない方は除きます。

【Ｑ＆Ａ】
Ｑ：年金特徴と普通徴収の選択はできないのですか？
Ａ：選択はできません。次の方を除き全員年金特徴（天引き）に

なります。
　　・年額18万円以上の公的年金を受けていない方
　　・紀美野町において介護保険料を天引きされていない方
　　・天引きする住民税額が、公的年金額を上回る方

Ｑ：他の市へ転出した場合も年金特徴のままですか？
Ａ：他の市町村へ転居した場合は、年金天引きは中止され、残額

は普通徴収になります。
　　　また、天引きの年税額に変更があった場合や、介護保険特

別徴収の対象者でなくなった場合なども年金天引きが中止さ
れます。残額は普通徴収になります。

Ｑ：遺族年金から介護保険を天引きされています。住民税も天引
きされるのですか？

Ａ：住民税も、介護保険料と同じ年金から天引きされることにな
りますが、介護保険料が遺族年金や障害年金から天引きされ
ている場合は、住民税は天引きされません。普通徴収になり
ます。

Ｑ：年金から介護保険と国保税を天引きされます、住民税も引か
れるのですか ?

Ａ：所得税、介護保険料、国保税（又は後期高齢者医療保険料）
を差引いた額が公的年金等に係る住民税の年税額を超えてい
る場合は特別徴収になります。

　　　　　　　　　　　問い合わせ：税務課（℡ 489-5905）

タバコは町内で買いましょう 税務課
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錦
織
健 

テ
ノ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

    

ピ
ア
ニ
ス
ト　

川
原
忠
之

８
月
30
日
（
日
）

午
後
７
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー

平
成
21
年
度
き
の
く
に
舞
台
芸
術
祭
支
援
事
業

■
入
場
券
発
売
日

７
月
１
日
（
水
）

■
入
場
料
（
全
自
由
席
）

（
前
売
）
３
，
０
０
０
円

（
当
日
）
３
，
５
０
０
円

■
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

文
化
セ
ン
タ
ー
・
中
央
公
民
館
・

美
里
支
所
・
小
川
、
志
賀
野
地

区
公
民
館
・
国
吉
、
長
谷
毛
原
、

真
国
出
張
所
・
イ
シ
イ
楽
器
（
イ

ズ
ミ
ヤ
和
歌
山
店
内
）

※
お
一
人
様
２
枚
ま
で
。
販
売

は
各
施
設
の
開
館
、
営
業
時
間

内
と
な
り
ま
す
。
前
売
り
で
完

売
し
た
場
合
、
当
日
券
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
未
就
学
児
の

ご
同
伴
、
ご
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

■
世
界
天
文
年
の
天
体
シ
ョ
ー

　

ガ
リ
レ
オ
が
望
遠
鏡
を
星
空

に
向
け
て
か
ら
四
百
年
。
世
界

天
文
年
の
今
年
７
月
に
は
皆
既

日
食
が
日
本
で
見
ら
れ
ま
す
。

　

紀
美
野
町
で
は
残
念
な
が
ら

皆
既
日
食
で
は
な
く
、
部
分
日

食
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
夏
最

大
の
天
体
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

■
久
し
ぶ
り
の
三
日
月
形
の
太
陽

　

日
食
と
は
、
太
陽
が
徐
々
に

欠
け
て
行
き
、
再
び
も
と
に
戻

る
、
と
て
も
神
秘
的
な
現
象
で

す
。
日
本
で
見
ら
れ
る
皆
既
日

食
は
46
年
ぶ
り
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
奄
美
大
島
や
ト
カ
ラ

列
島
の
近
辺
で
皆
既
日
食
が
見

ら
れ
ま
す
。
皆
既
日
食
と
は
、

太
陽
が
完
全
に
隠
さ
れ
る
現
象

で
す
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
地
域
か
ら
離

れ
る
ほ
ど
、
太
陽
の
一
部
だ
け

し
か
隠
さ
れ
な
い
部
分
日
食
と

な
り
ま
す
。
紀
美
野
町
で
は
最

大
で
85
％
ほ
ど
の
部
分
日
食
に

な
り
ま
す
。
今
回
の
よ
う
に
大

き
く
欠
け
る
部
分
日
食
が
紀

美
野
町
で
見
ら
れ
る
の
は
51
年

前
、
１
９
５
８
年
以
来
で
す
。

ち
な
み
に
、
次
に
皆
既
日
食
が

日
本
で
見
ら
れ
る
の
は
26
年
後

（
２
０
３
５
年
）
で
す
。

■
安
全
な
方
法
で
楽
し
む

　

太
陽
は
明
る
い
た
め
日
食
を
観

察
す
る
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

木
漏
れ
日
を
見
る
こ
と
は
誰

も
が
安
全
に
観
察
で
き
る
方
法

で
す
。
地
面
に
写
る
た
く
さ
ん

の
欠
け
た
太
陽
の
姿
を
楽
し
み

ま
す
。

　

ま
た
、
日
食
観
察
用
メ
ガ
ネ

の
使
用
も
安
全
に
観
察
す
る
方

法
で
す
。

■
日
食
メ
ガ
ネ
を
作
ろ
う

　

７
月
15
日（
水
）午
後
７
時
か
ら

　

中
央
公
民
館
に
て

　

事
前
申
込
必
要
。参
加
費
100
円
。

　

問
合
せ
・
申
込
は
中
央
公
民

館
へ
。

■
注
意

　

皆
さ
ん
の
知
っ
て
い
る
方
法

の
多
く
は
、
目
を
傷
め
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。
望
遠
鏡
や
双
眼

鏡
で
は
決
し
て
直
接
太
陽
を
覗

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

７
月
１
日
（
水
）
は
、
日
食
観

察
会
イ
ベ
ン
ト
の
振
替
で
臨
時

休
館
と
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

詳しくは、天文台までお問い合わせください。

この夏の天文台のイベント予定

話
題
の
天
体
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

　

部
分
日
食
観
察
会
「
日
食
を
楽
し
む
」

７
月
22
日
（
水
）　

午
前
10
時
〜
正
午

紀
美
野
町　

文
化
セ
ン
タ
ー

臨時休館
七夕特別無料観望会　
日食メガネを作ろう
ペルセウス座流星群特別観望会
工作教室「走馬灯」

７ 月 １ 日
７ 月 ５ 日
7月15日
８月 12 日
８月 23 日

（水）
（日）
（水）
（水）
（日）

ーK・MIURAー
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図
書
室
だ
よ
り

放
課
後
子
ど
も
教
室

　

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

　

中
央
公
民
館
（
保
育
室
）・

文
化
セ
ン
タ
ー
（
ホ
ワ
イ
エ
）

で
、
放
課
後
を
楽
し
く
過
ご

そ
う
！

【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

１
日　

七
夕
飾
り
を
作
ろ
う

８
日　

へ
ん
し
ん
カ
ー
ド
作
り

15
日　

絵
本
の
読
み
き
か
せ

22
日　

日
本
地
図
パ
ズ
ル
で
遊

ぼ
う

29
日　

国
旗
か
る
た

■
文
化
セ
ン
タ
ー

１
日　

絵
本
の
読
み
き
か
せ

８
・
15
日　

カ
プ
ラ
で
遊
ぼ
う

22
日　

折
紙
を
使
っ
て
魚
つ
り

ゲ
ー
ム

29
日　

シ
ャ
ボ
ン
玉
あ
そ
び

【
移
動
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
小
川
地
区
公
民
館

３
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と

人
形
劇
（
ひ
ま
わ
り
の

た
ね
）

■
日
時　
　

７
月
18
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー

（
木
の
温
も
り
広
場
）

■
内
容

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い

わ
た
菓
子
作
り
体
験

お
や
つ

（
か
き
氷
・
わ
ら
び
も
ち
）

■
持
ち
物

水
筒

※
申
し
込
み
は
不
要
。

全
て
無
料
で
す
。

■
問
合
せ

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

（
電
話 

４
８
９―

５
９
０
９
）

７
月
19
日
（
日
）
午
後
３
時
〜

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

（
旧
真
国
小
学
校
）
内

　

こ
の
夏
祭
り
は
地
域
の
方

に
新
し
い
学
校
「
り
ら
創
造
芸

術
高
等
専
修
学
校
」
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
、「
り
ら
」
か

ら
の
芸
術
発
信
の
場
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

生
徒
や
地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
に
よ
る
舞
台
。
バ
ザ
ー
や
夜

店
な
ど
の
出
店
な
ど
。

　

お
子
様
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

楽
し
め
る
お
祭
り
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
皆
様
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

■
内
容

生
徒
に
よ
る
発
表
（
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
・
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
・

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
・
バ
ン
ド

演
奏
）

地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に

よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

出
店
（
軽
食
＆
ド
リ
ン
ク
）

バ
ザ
ー

■
申
込
み
・
問
合
せ

入
場
無
料
・
要
予
約

（
電
話 

４
９
７―
９
１
１
１
）

※
当
日
は
送
迎
バ
ス
が
貴
志
川

線
貴
志
駅
・
JR
岩
出
駅
よ
り
あ

り
ま
す
。

お
は
な
し
会

■
中
央
公
民
館

７
月
15
日
（
水
）

午
後
３
時
〜　

１
時
間

（
野
い
ち
ご
の
会
の
皆
さ
ん
）

■
文
化
セ
ン
タ
ー

７
月
１
日
（
水
）

午
後
３
時
〜　

１
時
間

（
ほ
た
る
の
皆
さ
ん
）

た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ

【
百
冊
】

和
久
谷
瑠
風
（
第
二
保
）

和
久
谷
莉
生
（
野
小
１
年
）

西
陰
地
美
月（
小
川
小
１
年
）

【
二
百
冊
】

中
原
大
志
（
第
二
保
）

米
田
萌
恵
（
下
小
２
年
）

宇
城
美
月
（
下
小
６
年
）

【
四
百
冊
】

中
前
賢
人
（
下
小
４
年
）

【
六
百
冊
】

森
谷
澄
花
（
下
小
３
年
）

【
八
百
冊
】

福
嶋
理
紗
（
野
小
５
年
）

【
千
百
冊
】

若
林
寛
章
（
野
小
５
年
）

新
刊
図
書

中
央
公
民
館

■
「
運
命
の
人 

三
・
四
」

山
崎
豊
子
・
著

■
「
１
Ｑ
８
４
」村

上
春
樹
・
著

■
「
か
あ
ち
ゃ
ん
」重

松
清
・
著

■
「
贖
罪
」

湊
か
な
え
・
著

■
「
眼
科
医
が
教
え
る
目
の

衰
え
・
疲
れ
目
が
ス
ッ
キ
リ

す
る
本
」

中
村
克
・
著

■「
江
戸
の
大
火
と
伝
説
の
竜
」

メ
ア
リ
ー・ポ
ー
プ・オ
ズ
ボ
ー
ン・著

■
「
こ
と
り
の
ゆ
う
び
ん
や

さ
ん
」

ニ
コ
ラ
イ
・
ス
ト
ラ
コ
フ
・
著

■
「
か
い
わ
れ
ざ
む
ら
い
と
だ

い
こ
ん
ひ
め
」

川
北
亮
司
・
著

文
化
セ
ン
タ
ー

■
「
恋
文
の
技
術
」

森
見
登
美
彦
・
著

■
「
こ
い
し
り
」

畠
中
恵
・
著

■
「
晋
平
の
矢
立
」

山
本
一
力
・
著

■
「
待
っ
て
く
れ
、
洋
子
」

長
門
裕
之
・
著

■
「
ぎ
ょ
う
れ
つ
の
で
き
る
す

う
ぷ
や
さ
ん
」

ふ
く
ざ
わ
ゆ
み
こ
・
著

■
「
と
り
と
お
ひ
る
ね
」

松
橋
利
光
・
著

■
「
へ
ん
て
こ
マ
ン
シ
ョ
ン
」

深
見
春
夫
・
著

■
「
忍
た
ま
乱
太
郎　

ざ
っ
と

こ
ん
な
も
ん
の
段
」

尼
子
騒
兵
衛
・
著

移
動
じ
ど
う
か
ん

「
縁え

ん
に
ち日
」が
や
っ
て
く
る
よ
！

「
七
夕
飾
り
に
願
い
を
！
」

　

今
年
も
中
央
公
民
館
及
び
文

化
セ
ン
タ
ー
に
七
夕
飾
り
を
用

意
し
ま
し
た
。
７
月
６
日（
月
）

ま
で
設
置
し
て
い
ま
す
。
あ
な

た
の
願
い
事
を
ぜ
ひ
短
冊
に
た

く
し
て
く
だ
さ
い
。

り
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

〜
火
は
心
を
絆
（
つ
な
）
ぐ

り
ら
の
お
祭
り
〜
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第
５
回
海
南
市
民
総
合
体
育
大

会
剣
道
競
技
に
て
大
奮
闘
!!

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
三
十
九

回
文
物
語
（
そ
の
２
）

　
「  

柴し
ば  

切き
り  

」
の
巻

　

町
史
編
纂
室　
　

森
下　

誠

　

さ
て
高
野
山
が
領
内
に
通
達

す
る
「
回
文
」
の
う
ち
、
新
春

第
一
報
は
例
年
「
柴
切
人
足
」

（
し
ば
き
り
に
ん
そ
く
）
で
す
。

こ
れ
は
山
内
の
雑
木
雑
草
な

ど
の
刈
り
払
い
作
業
の
動
員
で

す
。
図
版
は
天
保
八
年
の
回
文

で
、
中
味
を
現
代
語
に
要
約
す

る
と
、

○
毛
原
組
は
、
五
十
九
人
と
野

菜
類
と
莚
（
む
し
ろ
）
十
枚
、

神
野
組
は
百
三
十
二
人
半

と
野
菜
と
莚
二
十
枚
、
そ
れ

ぞ
れ
持
参
の
う
え
二
月
六

日
に
登
山
せ
よ
、
七
日
か
ら

仕
事
に
か
か
る
。
た
だ
し
老

人
子
供
は
だ
め
。

○
規
定
ど
お
り
に
き
ち
ん
と
仕

事
す
る
よ
う
村
役
人
よ
り

み
ん
な
に
伝
え
て
お
く
こ

と
。
も
し
、
い
い
か
げ
ん
な

仕
事
ぶ
り
な
ら
村
庄
屋
の

責
任
を
問
う
。

○
お
金
で
済
ま
せ
た
い
場
合
は

一
人
分
銀
五
匁
七
分

の
勘
定
で
庄
屋
が
取

り
ま
と
め
、
二
月
中

に
上
納
す
る
こ
と
。

と
ま
あ
こ
ん
な
と
こ
ろ

で
す
。

　

さ
て
人
数
は
村
の
石

高
（
米
の
収
穫
量
）
を

基
準
に
算
出
し
た
も
の
で

し
ょ
う
。

　

当
時
神
野
庄
十
七
ケ
村
の
石

高
は
二
千
百
八
十
四
石
、
毛
原

庄
五
ケ
村
で
九
百
二
十
二
石
で

す
か
ら
大
体
比
例
し
て
い
ま
す

が
、「
半
」
と
い
う
の
が
あ
る

か
ら
に
は
細
か
い
基
準
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
銀
納
で
一
人

分
五
匁
七
分
と
い
う
こ
と
を
日

当
と
考
え
る
と
、
作
業
日
数
は

だ
い
た
い
四
〜
五
日
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
二
月
の
厳
寒
期
、
高

野
山
で
の
仕
事
は
た
い
へ
ん

だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
こ
の
「
柴

切
人
足
」
の
回
文
は
九
月
に
も

来
ま
す
。
内
容
は
ま
っ
た
く
同

じ
で
す
が
、
村
内
の
事
情
で
割

当
ど
お
り
人
手
も
お
金
も
上
納

で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
と
み

え
、
未
納
分
を
督
促
す
る
文
書

も
残
っ
て
い
ま
す
。
米
年
貢
だ

け
で
な
く
こ
の
よ
う
な
労
力

奉
仕
も
含
め
て
ご
先
祖
た
ち
は

高
野
山
を
支
え
て
来
た
の
で
す

ね
。
し
ば
ら
く
は
古
文
書
を
通

じ
て
き
ら
び
や
か
な
世
界
遺
産

の
大
伽
藍
の
「
縁
の
下
」
を
の

ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

柴切人足の回文
（毛原社寺文書）

第
13
回
和
歌
山
県
ゲ
ー
ト

ゴ
ル
フ
春
季
大
会
開
催

　

５
月
30
日
（
土
）、
農
村
総
合

セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
で

第
13
回
和
歌
山
県
ゲ
ー
ト
ゴ
ル

フ
春
季
大
会
が
開
か
れ
、
１
８
６

名
の
参
加
者
に
よ
り
９
ホ
ー
ル

で
ス
コ
ア
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
男
子
の
部
の
順
位
に
一

部
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。
賞
を
授

与
さ
れ
た
選
手
の
皆
様
に
は
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
男
性
の
部
】

１
位 

横
山
勝
明
（
和
歌
山
市
）
41

２
位 

萩
圭
弘
（
安
井
）
45

３
位 

弓
庭
武
彦
（
毛
原
宮
）
46

【
女
性
の
部
】

１
位 

橘
本
陽
子
（
毛
原
宮
）
44

２
位 

上
野
英
代
（
海
南
市
）
46

３
位 

硲
艶
子
（
神
野
市
場
）
47

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ「
春
」大
会
結
果
！

サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

儀
を
教
わ
り
、
盛
花
は
四
季
折
々

の
花
材
の
持
つ
自
然
な
姿
を
生

か
し
、
自
分
流
に
個
性
の
あ
る

表
現
を
試
み
て
い
ま
す
。
最
近

は
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

月
に
２
回
顔
を
あ
わ
せ
て
そ
の

時
々
の
話
題
に
触
れ
、
お
互
い
の

知
識
を
高
め
、
交
友
を
深
め
ら

れ
る
こ
と
も
嬉
し
く
、
み
ん
な

楽
し
く
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

入
会
希
望
の
方
は
大
歓
迎
で
す
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
連
絡
先
】

　
（
電
話 

４
９
５―

２
２
２
２
）

　

森
谷
ま
で

　

私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
は
現
在

会
員
６
名
で
、
毎
月
第
１
・
３
火

曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
創
作
館

で
、
笹
田
武
先
生
（
未
生
流
）
の

指
導
の
も
と
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

先
生
か
ら
は
華
道
の
理
論
・
流

「
神
野
市
場
お
花
ク
ラ
ブ
」

代
表　

森
谷　

美
喜
子

　

６
月
７
日
（
日
）
ふ
れ
あ
い

公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
お
い

て
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
「
春
」
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県

外
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
、

１
３
７
名
に
よ
り
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
男
子
】

１
位 

谷
本
昌
巳（
動
木
）98

２
位 

川
久
保
照
男（
下
佐
々
）100

３
位 
山
口
美
智
男（
岩
出
市
）101

【
女
子
】

１
位 
花
田
洋
子（
下
佐
々
）105

２
位 

小
久
保
美
智
子（
海
南
市
）105

３
位 

楠
根
ツ
ヤ
子（
岩
出
市
）108

紀
州
ア
バ
ウ
ト
予
選
突
破
!!

　

５
月
10
日
（
日
）・
16
日
（
土
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ

２
０
０
９
成
年
県
予
選
が
田
辺

市
グ
リ
ー
ン
球
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
紀
州
ア
バ
ウ
ト
は
大
成

高
校
美
里
分
校
野
球
部
OB
を
中

心
と
し
た
チ
ー
ム
。決
勝
戦
は
、

２
回
裏
ス
ク
イ
ズ
で
取
っ
た
１

点
を
守
り
き
り
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
回
戦　

対
日
高　
　

３―

１

準
決
勝　

対
那
賀　
　

７―

０

決　

勝　

対
和
歌
山　

１―

０

　

５
月
10
日
（
日
）
に
巽
小
学
校

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
個
人
戦
】

■
小
学
校
３
・
４
年
の
部

優
勝　

上
中
虹
輝

【
団
体
戦
】

■
小
学
生
低
学
年
の
部

第
２
位　

生
石
A
（
松
本
航

輝
、
中
浴
成
美
、
上
中
虹
輝
）

■
小
学
生
高
学
年
の
部

第
３
位　

生
石
B
（
奥
田
有

哉
、
松
本
遥
奈
、
北
晃
知
）
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学
校
だ
よ
り

天
文
台
だ
よ
り

　

毎
日
が
実
戦
、
自
分
た
ち

で
作
る
社
会
教
育
活
動

み
さ
と
天
文
台
友
の
会

豊
増
伸
治

　

歌
の
小
道

品
書
を
風
が
倒
し
て
滝
見
茶
屋　
　
　
　
　
　
　

手
拝
な
を
み

口
癖
に
今
年
限
り
と
田
水
張
る　
　
　
　
　
　
　
　

今
野
昭
子

卯う
な

波
立
つ
迷
ひ
鯨
の
背せ

な

の
傷　
　
　
　
　
　
　
　

手
拝
て
る
代

退
院
や
白
靴
の
紐ひ

も

し
か
と
締
め　
　
　
　
　
　
　

小
林
寿
美
子

鳥
の
恋
激
し
く
木
々
を
揺
ら
し
け
り　
　
　
　
　

湯
上
ひ
と
み

谷
川
の
音
を
沈
め
る
茂
み
か
な　
　
　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

時ほ
と
と
ぎ
す

鳥
物
憂
き
朝
の
日そ

ば

え

照
雨
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
哲
郎

カ
ー
テ
ン
を
赤
く
染
め
た
る
大
西
日　
　
　
　
　

口
井
ト
シ
子

薫く
ん
ぷ
う風

や
ど
こ
ま
で
行
く
の
三
輪
車　
　
　
　
　
　

松
山
亜
以
子

雨
降
れ
ば
軒
に
群
れ
き
て
囀

さ
え
ず

れ
る

　
　

雀
と
び
立
つ
ま
で
を
さ
へ
づ
る　
　
　
　
　

角
谷
と
し
み

六
十
年
わ
れ
と
生
き
き
し
み
か
ん
木
は

　
　

今
に
樹じ
ゅ
せ
い勢
さ
な
が
ら
香か

を
は
な
つ
花　
　
　
　

黒
西
葉
子

携
帯
の
画
面
い
っ
ぱ
い
オ
ム
ラ
イ
ス

　
　

自
炊
せ
る
（
孫

こ

娘
）
の
は
じ
め
て
の
作さ

く　
　
　

河
野
昭
子

出
会
い
と
は
有
難
き
も
の
貴
君
が
来
て

　
　

声
か
け
く
れ
し
独
り
の
席
に　
　
　
　
　
　
　

吉
村
邦
彦

主ま

都ち

に
住
む
旧と

も友
に
香
我
届
け
ん
と

　
　

蓬
よ
も
ぎ

の
み
ど
り
指
先
に
染
む　
　
　
　
　
　
　

殿
垣
内
容
子

時
と
し
て
や
さ
し
き
こ
と
も
言
ふ
子
な
れ
ど

　
　

語
り
少
な
き
は
男
の
常
か　
　
　
　
　
　
　

笹
田
美
代
子

家
々
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
立
つ
鯉
の
ぼ
り

　
　

初
夏
の
日
を
受
け
光
り
輝
く　
　
　
　
　
　
　

奥
ふ
み
代

山
里
に
町
内
放
送
流
れ
く
る

　
　

今
日
は
そ
っ
く
り
谺

こ
だ
ま

を
返
す　
　
　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

「
な
げ
だ
さ
な
い
」
講
演
聞
け
ば
勢き
お

い
立
つ

　
　

老
い
に
お
ぼ
れ
ず
有
意
義
に
生
く　
　
　
　

梶
谷
美
瑳
子

松
葉
菊
咲
き
も
咲
き
た
り
一
株
で

　
　

石
垣
に
垂
れ
一
畳
程
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
下
玉
子

『
夏
野
菜
の
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
』

紀
美
野
町
立
長
谷
毛
原
中
学
校

　

み
さ
と
天
文
台
に
は
１
０
５

cm
の
大
望
遠
鏡
や
国
内
初
の
公

開
電
波
望
遠
鏡
な
ど
、
全
国
に

誇
れ
る
も
の
が
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
友
の
会
も
そ
の
ひ
と

つ
で
す
。
会
員
番
号
と
し
て
自

分
の
星
が
も
ら
え
る
の
を
ご
存

知
で
す
か
？

　

２
０
０
７
年
７
月
に
独
立
し

て
以
来
、
現
在
２
０
２
名
の
会

員
と
11
組
の
賛
助
会
員
を
迎
え

て
、
広
報
誌
Mpc
の
発
行
・
発
送

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い

ま
す
。そ
の
他
、さ
わ
が
に
レ
ー

ス
や
お
月
見
会
、
街
角
で
の
ゲ

リ
ラ
観
望
会
（
出
張
観
望
会
）

な
ど
、
行
政
機
関
の
枠
を
越
え

た
活
動
を
天
文
台
や
地
域
と
協

力
し
て
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
・
行

動
力
・
事
務
処
理
力
が
即
必
要

と
な
り
、
毎
日
が
実
に
リ
ア
ル

な
勉
強
の
連
続
で
す
。
星
や

科
学
の
知
識
よ
り
も
先
に
、
地

域
の
こ
と
に
つ
い
て
深
く
知
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
今
後
は
少
し
ず
つ
地
域
経

済
に
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
参
加
さ
れ
て

い
な
い
皆
様
、
ご
一
緒
に
い
か

が
で
す
か
？

　

定
例
会
は
、
毎
月
第
１
水
曜

と
最
終
金
曜
の
午
後
７
時
30
分

か
ら
。
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て

活
動
日
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

み
さ
と
天
文
台

　

本
校
に
は
、
体
育
館
横
に
約

百
坪
ほ
ど
の
学
校
菜
園
が
あ
り

ま
す
。
今
年
度
は
、
全
校
生
徒

で
五
月
中
旬
か
ら
サ
ツ
マ
イ
モ

や
夏
野
菜
（
キ
ュ
ウ
リ
・
ミ
ニ

ト
マ
ト
・
な
す
び
・
パ
プ
リ
カ
・

ピ
ー
マ
ン
・
シ
シ
ト
ウ
・
ス
イ

カ
・
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
）
の
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
生
徒

が
実
際
に
ミ
ニ
耕
耘
機
や
鍬
を

使
っ
て
畑
を
耕
し
、
一
人
一
人

が
自
分
の
畝
に
夏
野
菜
を
植
え

て
育
て
て
い
ま
す
。

　

本
校
は
都
会
と
違
っ
て
、
地

域
や
家
庭
で
同
じ
よ
う
な
作
業

を
見
る
機
会
が
あ
り
、
環
境
に

恵
ま
れ
た
地
域
で
す
が
、
実
際

に
自
分
で
育
て
て
い
る
生
徒
は

残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
い
な
い

よ
う
で
す
。
ま
た
最
近
、
山
村

地
の
生
徒
で
も
、
ミ
ミ
ズ
や
小

さ
な
虫
が
い
る
だ
け
で
土
を
直

接
さ
わ
れ
な
い
生
徒
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
が
、
さ
す
が
に
本

校
に
は
そ
の
よ
う
な
生
徒
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
小
さ
な
取
り

組
み
で
す
が
、
生
徒
に
は
、
直

接
土
に
触
れ
、
命
を
育
む
取
り

組
み
で
、
農
業
の
大
変
さ
や
命

の
大
切
さ
、
そ
し
て
、
毎
日
食

べ
て
い
る
野
菜
を
身
近
に
感
じ
、

作
っ
て
い
る
人
た
ち
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
少
し
で
も
学
ん
で

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

友の会マスコットキャラクター
『レオくん』の着ぐるみは大人気！
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電
気
器
具
は
便
利
な
も
の
で

す
が
、
使
用
者
の
取
り
扱
い
の

不
注
意
や
使
用
方
法
の
誤
り
か

ら
火
災
と
な
る
場
合
が
あ
り
、

使
用
に
当
た
っ
て
は
十
分
な
注

意
が
必
要
で
す
。
電
気
器
具
を

使
用
す
る
際
に
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

１
．
電
気
器
具
を
点
検
し
ま

し
ょ
う

　

扇
風
機
、
電
気
ス
ト
ー
ブ
な

ど
の
季
節
的
に
使
用
す
る
電
気

器
具
は
、
毎
年
使
用
す
る
前
に

必
ず
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
使
用
中
に
普
段
と
違
っ
た

音
や
動
き
に
気
付
い
た
と
き

は
、
す
ぐ
に
使
用
を
や
め
、
コ

ン
セ
ン
ト
か
ら
差
し
込
み
プ
ラ

グ
を
抜
い
て
、
専
門
の
業
者
に

点
検
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

２
．
電
気
器
具
を
正
し
く
使
用

し
ま
し
ょ
う

　

電
気
器
具
を
本
来
の
用
途
以

外
に
使
用
し
た
場
合
、
器
具
に

負
荷
が
か
か
り
、
そ
の
結
果
、

過
熱
し
て
火
災
に
な
る
こ
と
が

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

消
え
る
ま
で　

ゆ
っ
く
り
火
の
元　

に
ら
め
っ
子

電
気
器
具
か
ら
の

火
災
を
防
ご
う

５月の消防の動き
●火災発生件数…０件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 32（　） （　） 32（　）
一 般 負 傷 ５（　） （　） ５（　）
交 通 事 故 ７（２） （　） ７（２）
そ の 他 ４（　） （　） ４（　）
合 計 48（２） （　） 48（２）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

平
成
21
年
８
月
２
日
（
日
）

≪注意事項　５つのポイント≫
①使用する前に点検を行う。
②使用しないときには、コンセントを抜く。
③たこ足配線は、絶対にしない。
④傷んだコードは使用しない。
⑤配線は束ねた状態で使用しない。

あ
り
ま
す
。
取
り
扱
い
説
明
書

を
よ
く
読
み
、
そ
の
機
能
を
十

分
に
理
解
し
た
上
で
正
し
く
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ヘ
ア
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー

な
ど
は
、
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
忘

れ
た
り
、
は
ず
み
等
で
ス
イ
ッ

チ
が
入
っ
た
状
態
で
放
置
す
る

と
火
災
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

使
わ
な
い
時
は
、
ス
イ
ッ
チ
を

切
る
だ
け
で
な
く
、
差
し
込
み

プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜

い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

３
．
電
気
配
線
か
ら
の
出
火
を

防
ご
う

　

家
電
製
品
や
Ｏ
Ａ
機
器
の
普

及
に
よ
り
、
数
多
く
の
電
気
器

具
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
コ
ン
セ
ン

ト
が
不
足
す
る
こ
と
も
あ
り
、

た
こ
足
配
線
に
な
り
が
ち
で

す
。
コ
ン
セ
ン
ト
の
電
気
の
許

容
量
を
超
え
て
電
気
器
具
を
使

用
す
る
と
コ
ン
セ
ン
ト
が
過
熱

し
、
火
災
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
た
こ
足
配
線
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
プ
ラ
グ
に
ほ
こ
り
や

湿
気
等
が
付
着
し
た
ま
ま
長
期

間
放
置
し
て
お
く
と
、
プ
ラ

グ
の
両
刃
間
に
電
気
が
流
れ
、

シ
ョ
ー
ト
し
て
火
災
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
（
ト
ラ
ッ
キ
ン

グ
火
災
）。
長
期
間
使
用
し
な

い
電
気
器
具
の
プ
ラ
グ
は
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
抜
い
た
り
、
掃
除

の
機
会
に
プ
ラ
グ
に
付
着
し
た

ほ
こ
り
等
を
取
り
除
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
傷
つ
い
た
コ
ー
ド

を
使
用
し
た
り
、
束
ね
た
状
態

や
重
い
物
が
の
っ
た
状
態
で
使

用
す
る
と
、
そ
の
部
分
に
負
荷

が
か
か
っ
た
り
、
断
線
し
出
火

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で

大
変
危
険
で
す
。
傷
ん
だ
コ
ー

ド
は
早
め
に
交
換
し
、
重
い
物

を
の
せ
た
り
、
束
ね
た
状
態
で

の
使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

尊
い
命
を
救
う
為
に
は
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ

ば
に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ
る

応
急
手
当
が
極
め
て
重
要
で

す
。
も
し
も
の
時
の
為
に
、
あ

な
た
も
受
講
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち

の
方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今

年
中
に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、

再
講
習
を
受
講
し
て
下
さ
い
。

講
習
内
容

（
１
）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）
大
出
血
時
の
止
血
法
の

習
得

（
３
）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関

す
る
こ
と

講
習
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

の
３
時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所

紀
美
野
町
消
防
本
部

受
講
料

無
料

申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の

前
月
の
20
日
ま
で

申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

ま
で（

℡
４
８
９―

６
３
０
２
）

そ
の
他

・
受
講
者
数
に
よ
り
、
日
を
改

め
て
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
の

団
体
で
の
申
し
込
み
は
、
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
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　７月と言えば「七夕」「海開き」「夕立」などを連
想します。また、子どもたちにとって楽しい夏休み
ももうすぐです。
　皆さん、暑さに負けず、この夏を楽しく過ごして
ください。
　なお、梅雨末期は集中豪雨が発生しやすく警戒が
必要です。

編 集 後 記

（平成21年5月末現在）

紀美野町面積128.31km2

人の動き
総人口………… 11,161人
 　男　………… 5,185人
 　女　………… 5,976人
 世帯数………… 4,641世帯

日　　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（電話番号）
５日（日）13:00 ～ 町民大学講座 中央公民館 生涯学習課 489-5915

６日（月）11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【12日（日）・26日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500

８日（水） 移動町長室【２２日（水）】 美里支所 総務課
総務・税務室

489-5912
495-3471

15日（水）

〃　　

13:00 ～

19:00 ～

行政相談【～15：00】

日食メガネを作ろう

中央公民館・美里支所

中央公民館

総務課
総務・税務室
みさと天文台

489-5912
495-3471
498-0305

16日（木） 9:00 ～ たんぽぽふれあい学級 中央公民館 生涯学習課 489-5915

18日（土）10:00 ～ わうフェスタ in サマー【～20日（祝）】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500

19日（日） 9:00 ～ パークゴルフ「夏」大会 のかみふれあい公園 生涯学習課 489-5915

20日（月） 9:00 ～ がたろ大作戦（貴志川の清掃） 貴志川 生涯学習課 489-5915

22日（水）10:00 ～ 日食観察会 文化センター みさと天文台 498-0305

24日（金）19:30 ～ ナイター走ろう会　 スポーツ公園 生涯学習課 489-5915

27日（月）13:30 ～ 高齢者学級 志賀野地区公民館 生涯学習課 489-5915

30日（木）13:30 ～ 高齢者学級 円明寺集会所 生涯学習課 489-5915

7月

「
ナ
イ
タ
ー
走
ろ
う
会
・

歩
こ
う
会　

開
催
!!
」

野
上
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
広
報

　

平
成
18
年
度
ま
で
（
旧
若
も
の

広
場
）
で
開
催
し
て
い
た
、「
ナ

イ
タ
ー
走
ろ
う
会
・
歩
こ
う
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

ナ
イ
タ
ー
照
明
を
点
灯
し
、
夜

間
の
涼
し
い
中
で
、
陸
上
競
技
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、

タ
イ
ム
も
計
測
し
ま
す
の
で
、
自

己
記
録
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

【
開
催
日
時
】

　

■
７
月
24
日
（
金
）

　

■
８
月
21
日
（
金
）

　

■
９
月
11
日
（
金
）

　

各
日
午
後
７
時
30
分
〜

【
場
所
】

　

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園

【
種
目
】

　

■
１
０
０
ｍ

　

■
１
０
０
０
ｍ

　

■
２
０
０
０
ｍ

　

■
３
０
０
０
ｍ

　

■
５
０
０
０
ｍ

※
１
０
０
０
ｍ
・
２
０
０
０

ｍ
同
時
出
発
。
３
０
０
０
ｍ
・

５
０
０
０
ｍ
同
時
出
発

【
申
込
締
切
】

　

各
回
１
週
間
前
ま
で
に
電
話

（
４
８
９―

５
９
１
５
）
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
（
４
８
９―

５
４
０
０
）
で

住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
学
年
）・

電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
参
加
料
】

　

１
人
１
０
０
円
（
何
種
目
で
も

参
加
可
能
）
※
野
上
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
会
員
は
無
料

【
そ
の
他
】

　

■
雨
天
中
止

（
態
度
決
定
午
後
４
時
）

　

■
問
合
せ
先

　
　

中
央
公
民
館

　
　
（
電
話 

４
８
９―
５
９
１
５
）

「
ス
ポ
ー
ツ
教
室

同
時
開
催
」

　

２
０
１
５
年
に
開
催
さ
れ
る
和

歌
山
国
体
で
「
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
」

が
紀
美
野
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
を
皆
さ
ん
で

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
当
日
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】

　

■
７
月
24
日
（
金
）

　

■
８
月
21
日
（
金
）

　

■
９
月
11
日
（
金
）

　

各
日
午
後
７
時
〜
９
時

【
場
所
】

　

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園



◎
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
、

力
を
あ
わ
せ
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
、
法
務
省
主
唱
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

◎
紀
美
野
町
で
は
、
７
月
１
日
（
水
）
に
、
保
護
司
会
、
更
生
保

護
女
性
会
に
よ
り
、
各
種
団
体
へ

の
呼
び
か
け
や
街
頭
で
の
啓
発
を

実
施
し
ま
す
。

◎
町
民
の
皆
さ
ん
の
こ
の
運
動
に
対

す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

紀
美
野
町
保
護
司
会

紀
美
野
町
更
生
保
護
女
性
会

紀
美
野
町
住
民
課

2
0
0
9
. 7
　
広
報
き
み
の
　
第
4
3
号

　

が
た
ろ
大
作
戦
と
は
、
貴
志

川
の
水
辺
や
水
中
の
空
き
缶
や

ゴ
ミ
な
ど
を
拾
っ
て
、
貴
志
川

を
美
し
く
し
よ
う
と
す
る
活
動

で
す
。

　

紀
美
野
町
の
魅
力
は
、
な
ん

と
言
っ
て
も
豊
か
な
自
然
で

す
。
緑
が
多
い
こ
と
や
き
れ

い
な
貴
志
川
は
私
た
ち
の
誇

り
で
す
。
き
れ
い
な
貴
志
川

を
未
来
に
残
す
た
め
に
、
貴

志
川
を
掃
除
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
は
濡
れ
た
り
、

汚
れ
た
り
し
ま
す
の
で
、
対

応
で
き
る
ご
用
意
を
お
願
い

し
ま
す
。

１　

日　

時

７
月
20
日
（
月
）

〔
海
の
日
の
祝
日
〕

午
前
９
時
〜
11
時
30
分
ま
で

開
会
式　

午
前
９
時
〜

（
下
佐
々
こ
ど
も
広
場
）

２　

場　

所

次
の
場
所
へ
集
ま
っ
て
下
さ
い
。

■
吉
野　

小
川
橋
下
河
原

■
下
佐
　々

こ
ど
も
広
場

■
平
・
吉
見　

吉
見
橋
下
河
原

■
動
木　
　

龍
光
寺
橋
詰

■
小
畑　

さ
ん
ま
い
河
原

３　

そ
の
他

①
ご
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、

紀
美
野
町
中
央
公
民
館
（
℡

４
８
９―

５
９
１
５
）
へ

連
絡
下
さ
い
。（
締
切
り
７

月
10
日
ま
で
）

②
当
日
、
正
午
か
ら
、
下
佐
々

こ
ど
も
広
場
で
焼
そ
ば

パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
ま
す
。
が

た
ろ
大
作
戦
に
参
加
し
て

く
れ
た
人
は
、
下
佐
々
こ
ど

も
広
場
へ
来
て
下
さ
い
。

③
お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
公

民
館
ま
で

主
催　

リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

共
催　

野
上
の
す
て
き
な
ゴ
ミ

仲
間

後
援　

紀
美
野
町

　
　
　

紀
美
野
町
教
育
委
員
会

日程・開催場所が決まりました。 
きみの夏祭りの日程と出演・出店募集のご案内きみの夏祭りの日程と出演・出店募集のご案内きみの夏祭りの日程と出演・出店募集のご案内

※きみの夏祭りに出演・出店を希望する紀美野町内の方（団体等）は、
７月１５日（水）までに事務局まで申し込んで下さい。 申込書は事務所
にあります。また詳細については事務局にお問い合わせ下さい。
　（出演・出店希望者多数等の場合は、実行委員会で調整させて頂きます。）

日　時　平成２１年８月１5日（土）
場　所　木の温もり広場　紀美野町神野市場２１８番地
　　　　（文化センター内・下神野小学校隣）
事務局　紀美野町商工会　美里支所　ＴＥＬ　０７３－４９５－２１８８

昨年の川そうじより

「
が
た
ろ
大
作
戦
」
に

　
　
　

参
加
し
ま
せ
ん
か
！

「
が
た
ろ
大
作
戦
」
に

　
　
　

参
加
し
ま
せ
ん
か
！

「
が
た
ろ
大
作
戦
」
に

　
　
　

参
加
し
ま
せ
ん
か
！

〜
防
ご
う
犯
罪
と
非
行　

助
け
よ
う
立
ち
直
り
〜

　
　

第
59
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

７
月
１
日
〜
７
月
31
日

◎
非
行
や
犯
罪
の
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◎
水
の
事
故
、
交
通
事
故
か
ら
子
ど
も
を
ま
も

り
ま
し
ょ
う
。

◎
明
る
い
家
庭
、
明
る
い
地
域
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

◎
飲
酒
、
喫
煙
等
の
不
良
行
為
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

◎
青
少
年
の
有
害
環
境
を
浄
化
し
ま
し
ょ
う
。

紀
美
野
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

紀
美
野
町
青
少
年
育
成
委
員
会

紀
美
野
町
青
少
年
セ
ン
タ
ー

〜
み
ん
な　

そ
ろ
っ
て　

す
こ
や
か
に
〜

　
　

第
45
回
「
夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る
運
動
」

７
月
１
日
〜
８
月
31
日

〜
み
ん
な　

そ
ろ
っ
て　

す
こ
や
か
に
〜

　
　

第
45
回
「
夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る
運
動
」

７
月
１
日
〜
８
月
31
日 昨年の街頭啓発風景

〜
防
ご
う
犯
罪
と
非
行　

助
け
よ
う
立
ち
直
り
〜

　
　

第
59
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

７
月
１
日
〜
７
月
31
日




